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～「品位と実力」の実践～ 

学校行事の中に，宿泊的行事というものがあります。宿泊的行事とは，学校とは別

の場所に宿泊し，目指す目標に向かって集団で活動する行事のことです。海や山の学

習は，不便な環境の中で「友達と協力する気持ち」や「がんばりぬく力」などを養う

ことを目的にしています。 

本校では，宿泊的行事として海の学習，山の学習，修学旅行を行っています。なお，

山の学習は，倉敷市少年自然の家の来年度以降の改修工事を見越して，本年度は４年

生も行くことになりました。（ちなみに来年度の４年生も行きます。） 

海や山の学習の中で，どの学年も味小の代表として「品位と実力」を示してくれま

した。以下で，印象深い場面を紹介します。 

○海の学習 ５月７，８日（５年生） 

ゴールデンウイーク明けの月曜日に出発。子どもたちの体調を心配していましたが，

みんな元気よく出発しました。 

バスで到着後，すぐに入所式がありました。学校紹介は，吉田大翔さんと稲垣航さ

んが担当。上手に味野小の紹介をしてくれました。堂々とした態度が大変良かったで

す。 

入所式の後，スコアオリエンテーリングを行いました。渋川海岸を東から西まで使

ってポイントを探すのですが，雨のためカッパを着ての活動。しかも探すポイントが

非常に小さく探しにくいのですが，子どもたちは最後まで粘り強く探しました。 

午後からはカッター訓練。何度も海事研修を経験している私でも経験したことのな

いような土砂降り。そんな中で，今まで経験したこともないほど遠くまで漕いで出る

ことができたことを誉めてあげたいと思います。ご褒美に？夜は花火を楽しみました。 

○山の学習 ６月５，６日（４年生） 

４年生は初めての宿泊研修。４年生は１泊２日日程なので，夜は宿舎へ宿泊しまし

た。入所式の後，小雨の中でウォークラリーを行いました。４人グループの８班が無

事に，まずまずのタイムで生還。離れ離れ（これをウォーク・バイバイと呼ぶ）にな

らずに帰ってくることができて良かったと思います。夜は雨のため，キャンドルサー

ビスを行いました。事前に練習してきたことを確かめながら係の仕事をこなしたみな

さん，お疲れ様でした。翌日は，前日の雨をたっぷり含んだ森の中での暗夜行路。こ

れまた５年生の海の学習と同様，今までにないほど地面が見事にすべるすべる。助け

に入っている私たちもすべるすべる。もう全身泥まみれになりながらゴールまでがん

ばり続けました。目隠しをした状態で，グループが離れ離れにならないように声を掛

け合って進む姿に，４年生のやさしさと粘り強さを感じました。 

研修中の係 

入所研修生あいさつ  尾崎竜也    自然採火  金光咲良 前原伊雄 

校歌指揮  神藤聡佑 俟野大智    校歌ピアノ 中村 朔 

退所式研修生あいさつ 山口瀬乃    滅火    木阪珀斗  

○山の学習 ６月１１～１３日（６年生） 

１学期の宿泊研修のトリを飾るのは６年生。２泊３日の日程で山の学習を行いまし

た。６年生になると，丸太小屋設営，ウォークラリー，野外炊事，キャンプファイア

ーなどを全て経験します。あいにく１日目が雨のため，キャンプファイアーが２日目

に延びましたが，他の活動は予定通り行いました。一番印象に残っていることは，ど

の説明もしっかりと聴き，決められた時間より早く活動を完了することができたこと

です。これには自然の家の先生方も感心しておられました。１学期のこの時期にこれ

だけできた６年生が，今後どれだけ成長してくれるのか楽しみです。 

 研修中の係 

団体紹介     大橋李琥 藤井亮成    

校歌ピアノ・指揮 酒匂瑛葉 園田瑛心 

採火       住谷瑛治 濱田翔海 宇恵拓哉 松下将大 

国旗・校旗    中内月希 琵琶柚貴 吉川 楓 駒井智也 谷田峻平 西原恵希 

滅火       新見太基 角田紳哉 

ラジオ体操    綾野颯哉 北畠聖矢 藤原蓮士 森 朝希 山本和毅      

味小だより「風のたより」 

４月当初のメモより・・・・・・味野中学校入学式のこと 

３月に学び舎を去っていった６年生が，中学校の入学式を迎えました。会場の

席に着き名簿に目をやると，卒業式から幾日も経っていないのに懐かしさを感じ

る名前が次々と見つかりました。名簿の終わりまで確認して鉛筆で○印をつけ終

わったころ，開式の時刻となりました。「どんな態度で式を迎えるだろうか」と

ドキドキしながら卒業生の様子を見ていました。中学校では式次第の中に「新入

生点呼」といって，一人ひとり名前を呼ばれたら返事をする場面があります。そ

の新入生点呼，１年Ａ組の秋山陽輝さんから１年Ｃ組の最後の山本聖華さんまで，

味小出身のみなさんの返事が素晴らしいこと。「どんなもんだい味小は！」と，

ちょっと自慢したくなりました。卒業生のみなさん，これからのご活躍をいつま

でも応援しています。 

 



 


